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人
工
知
能
が
人
類
存
亡
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
か
い
わ
れ
る
。
産
業
界
で
は
用
途
別
の

開
発
と
投
資
が
さ
か
ん
で
、
汎
用
型
人
工
知
能
に
よ
る
人
類
淘
汰
と
い
う
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

的
発
想
と
は
一
線
を
画
し
た
い
よ
う
だ
。
現
実
が
小
説
家
の
予
言
通
り
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
小
説
家
の
責
任
で
は
な
い
が
、
か
つ
て
私
は
こ
ん
な
小
説
を
書
い
た
。

支
配
層
が
「
大
淘
汰
」
の
た
め
に
引
き
起
こ
し
た
戦
争
と
人
工
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ

て
文
明
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
人
口
が
か
つ
て
の
半
分
に
減
っ
て
い
た
。
大
淘
汰
の
後
に
出

現
し
た
の
は
、
Ａ
Ｉ
が
全
知
全
能
の
絶
対
神
と
し
て
君
臨
す
る
社
会
だ
っ
た
。
労
働
、
生

産
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
Ａ
Ｉ
に
委
ね
ら
れ
、
生
き
残
っ
た
人
間
は
少
数
の
貴
族
と
平
民
に

分
断
さ
れ
た
。
貴
族
は
荘
園
の
よ
う
な
場
所
で
学
術
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
賭
博
な
ど
を

楽
し
み
、
表
現
言
論
活
動
や
恋
愛
、
生
殖
、
愚
行
、
蕩
尽
、
決
闘
、
戦
争
な
ど
特
権
的
に

認
め
ら
れ
た
数
々
の
自
由
を
謳
歌
し
て
い
た
。
絶
対
多
数
の
平
民
も
労
働
や
養
育
、
学
習
、

思
考
か
ら
解
放
さ
れ
、
日
々
を
遊
ん
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
貴
族
と
較
べ
る
と
、

自
由
は
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
た
。

平
民
は
「
神
の
子
羊
」
と
呼
ば
れ
、
実
質
、
家
畜
化
さ
れ
て
お
り
、「
牧
場
」
と
呼
ば
れ

る
居
住
区
に
収
容
さ
れ
、
配
給
の
食
料
で
飼
育
さ
れ
る
。
平
民
は
誕
生
か
ら
成
長
、
繁
殖
、

死
ま
で
一
貫
し
て
Ａ
Ｉ
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
六
十
歳
に
設
定
さ
れ
た
標
準
寿
命
に
達
す

る
と
、
安
楽
死
さ
せ
ら
れ
る
。
貴
族
に
な
る
か
、
平
民
に
な
る
か
は
ゲ
ノ
ム
の
塩
基
配
列

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
特
定
の
条
件
を
満
た
し
た
ゲ
ノ
ム
の
持
ち
主
だ
け
が
選
別
さ
れ
、
貴

族
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
病
気
因
子
に
な
る
遺
伝
子
が
な
い
こ
と
、
知
能
、
容
貌
、
特

殊
能
力
な
ど
突
出
し
た
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

た
だ
、
そ
の
世
界
に
も
逃
げ
道
は
あ
り
、
貴
族
、
平
民
の
い
ず
れ
に
も
な
ら
な
い
選
択

と
し
て
、
野
生
化
す
る
者
も
い
る
。
荘
園
か
ら
も
牧
場
か
ら
も
放
逐
さ
れ
、
野
鳥
や
猪
、

鹿
と
同
じ
よ
う
に
原
野
や
山
林
を
駆
け
巡
る
生
活
に
な
る
。
狩
猟
採
集
や
農
耕
を
し
な
が

ら
の
過
酷
な
サ
バ
イ
バ
ル
・
ラ
イ
フ
を
自
分
の
意
志
で
選
択
す
る
者
も
少
数
な
が
ら
い
る
。

私
も
そ
う
だ
。
支
配
を
拒
み
、
野
生
化
に
向
か
う
の
は
、
人
間
の
本
能
に
忠
実
な
選
択
で

あ
り
、
何
処
に
で
も
逃
げ
る
自
由
だ
け
は
手
放
し
た
く
な
い
。
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